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                                   令和 8年 3月 1日 

                             社会福祉法人育栄会幼保連携型 

                         認定こども園 おのすみれ 

１ 本園の教育・保育の理念・目標 

「強くしなやかに根を張って 咲かせよう じぶんいろの花」を教育・保育理念とする。子どもた

ちには、生きる力の根っこを育てる場となるよう、生き生きと元気に、自己肯定感・忍耐力・思い

やりなど心を大切にし、保護者・地域と連携し、子どもたちが自ら工夫し考え、自分らしさを発揮

しながら花開く力を養う教育・保育を目指す。 

この理念に基づき、次の３つを教育・保育目標とし、目指す子どもの姿とする： 

１．元気な子  ２．思いやりのある子  ３．考える子 

 

２ 本年度の努力点 

① 地域等との交流の充実  

② 更なるＩＣＴ推進による一人一人の園児に向き合う時間の充実 

③ 更なる職員の資質向上 

④ 安心安全の徹底 

 

３ 評価項目の達成及び取り組みの充実 

 評価項目 評価 取り組み状況 

１ 健康と安全への配慮 Ａ 登園時の視察で体調を確認し、園生活中に体調の異常や事故があっ

た場合は適切な処置と保護者への連絡を迅速に行った。 

２ 幼児の把握と理解  

Ａ 

話をよく聞いたり、言葉にならない思いやサイン、心の動きを推察した

り、基本的欲求が十分満たされるよう配慮した。個々の幼児の発達の姿

や課題について見通しをもって理解できるよう努めた。 

３ 指導とかかわり Ａ 温かなやりとりやスキンシップを常に心掛け、幼児の話をよく聞き、ほめ

たり、励ましたり、めあてをもたせるような言葉かけをするよう努めた。 

４ 職員同士の協力・連

携 

 

Ａ 

一人ひとりとみんなの関係を常に考え、クラスをまとめ、異年齢児と触れ

合うようさまざまな工夫、保育の形態を取り入れた。また、指導上の配慮

を必要とする子については、園の職員全体で話し合い、共通理解をも

って対応できた。 

５ 情報の発信と受信 Ａ 個々の子どもの様子は、直接保護者と話したり連絡帳、電話などを使っ

たりして伝え合うことができた。 

６ 守秘義務の遵守  

Ａ 

職員や園の批判を軽はずみに話したり、プライバシーについて他へ漏

らさなかったり、秘密情報の書類・データーは持ち帰らない、また必要

がなくなった場合は適切に処分することができた。 

７ 対応上のマナー・良

識・職員としての在り

方 

 

Ａ 

自ら、誰にでも挨拶をしようと心がける共に、丁寧な言葉を用いて話し、

相手の話も落ち着いてしっかりと聞き、保護者とも一定の節度を保ち対

応できた。責任を持って業務にあたることができた。 

 評価（Ａ…十分成果かあった Ｂ…少し成果があった Ｃ…成果がなかった） 



 

４．総合的な評価結果 

評価 理    由 

Ａ 7 つの評価項目について取り組んだ結果、一人一人の幼児を大切にした質の高い教育・保育を

実践することができた。また、更なる質の向上に向けた課題も明確になった。 

 

５．今後取り組む課題 

 課 題  具体的な取り組み方法 

１ 環境 園庭や環境について話し合い、遊びが充実するように幼児の発達に添った環境

の構成に取組む。 

２ 安全管理 緊急事態発生に備えて、各種マニュアルを教職員間で共通理解し、意識の向上

やマニュアルの改善を図る。 

３ 小学校接続 こども園と小学校の教員が共に学ぶ機会をもち、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を共有して教育の接続を図る。 

 

６ こども園関係者評価 

 こども達が伸び伸びと自己を表現できる豊かな環境で生活している様子が見て取れた。こども園おのす

みれの教育・保育目標のもと一人一人を大切にしたきめ細かい教育・保育がなされ、こどもを中心に園づく

りがされている様子が大変好ましい。今後も期待してこども園おのすみれの成長を確認していきたい。 


